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( 科目コード：8001220084KK)

【改訂】第 1 版（2011-03-08）
【科目】[ 情報機器総論 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

樋口 博

【授業目標・教育方針】
計算機は、今後それぞれの専門の仕事を進めていく上で今や必須の道具です。この授業は、情報工学を専門としない
学生を対象として、計算機のしくみの基礎となる事項と、応用であるインターネット、音響・画像処理について学び、
普段利用しているこれらについて、理解をより深めてもらうことを念頭に置いています。何も知らないで計算機を
使っているより、少し分かって計算機を使うことで、より楽しく創意工夫のある使い方が出来るようになります。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間です。授業前半では計算機工学の基礎として、簡単な論理代数を使うことで、一見
複雑な状態を単純な場合の組合せに簡素化できることを学習します。後半では、計算機のしくみ（構成の原理）の要
点を学習するとともに、計算機応用で皆さんになじみの深いインターネットのしくみ及び音響・画像処理について学
習します。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：コンピュータ概論：黒川一夫、他：コロナ社：ISBN978-4-339-02428-9
参考書：コンピュータの構成と設計（上・下）、第 3 版：パターソン＆ヘネシー著、森田光彰訳：日経ＢＰ社：
ISBN978-4-8222-8266-0
参考書はいずれも図書館にあります。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書による授業を主とし、前半は授業中の演習をなるべく多くし、履修者の理解を確かめながら授業を進めていく。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 情報機器総論 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 ～ 3 回 2 進数の基礎と論理回路 デジタル計算機で使用する 2 進数と、その四則演算に
ついて理解する。AND 回路、OR 回路、NOT 回路など
の基礎及び、任意の論理回路が NAND 回路または
NOR 回路で表せることを学習する。

第 4 ～ 7 回 論理代数と順序回路 ブール代数について学び、これを用いて論理回路が設
計できることを学習する。またコンピュータの基本回
路を構成しているフリップフロップとその応用につい
て学習する。

第 8 回 中間試験
第 9 ～ 11 回 コンピュータの基礎とインター

ネットのしくみ
ノイマン型コンピュータのしくみについて学習する。
また応用の基礎として、インターネットにしくみにつ
いて学習する。

第 12 ～ 15 回 コンピュータ利用：音響・画像
情報処理

今後使用する機会の多いコンピュータ処理として、音
響情報処理と画像処理について、その要点を学習す
る。
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